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全
廼
紹
週
床
芳
翻
週
に
　
よ

年
賃
金
調
査
の
結
果
を
明
ら
か

に
し
た
。
職
人
の
賃
金
の
う
ち

「常
用
」
は
前
年
比
１
９
６
円

増
の
１
万
６
２
４
０
円
、
平
方

肝
．
ン
ト
単
価
な
ど
の
「
手
間
請
」

は
２
０
１
４
円
増
の
１
万
９
７

５
５
円
、　
亘

人
親
方
」
は
２

０
５
円
増
の
１
万
９
４
９
２
円

と
な
っ
た
。
増
加
傾
向
に
あ
る

カ
　
ダ
メ
王
華
惑
討
父
務
斗
佃

と
の
差
は
大
き
く
、
過
去
の
水

準
も
下
回
っ
て
い
る
と
し
て
、

引
き
続
き
改
善
に
取
り
組
む
。

‐６
年
５
月
の
状
況
を
調
査
し

た
。
有
効
回
答
は
１
万
９
５
３

４
人
。
賃
金
は
常
用
が
２
年
連

続
の
１
万
６
０
０
０
円
台
。
今

回
初
め
て
働
き
方
別
に
調
査

し
、
常
用
。
日
給
月
給
は
１
万

ほ
を
岸
斥
・
日
経
月
経
、
常
斥

・
月
固
定
額
と
、

「
手
間
請

（平
方
肝

・
ン
ト
単
価
支
払
い
な

ど
）
」
に
変
更
し
た
こ
と
で
実

態
に
近
い
結
果
が
出
た
の
が
要

因
で
、
手
間
請
の
職
人
か
ら
は

「賃
金
が
上
が
っ
た
」
と
の
回

答
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。

働
き
方
別
の
割
合
は
、
常
用

が
７３
・
４
％

（前
年
比
９
・
０

詐
Ｃ
凋
少
旧
、
匡
Ｃ
社
会
係
険

未
加
入
対
策
に
伴
い
、
日
給
月

給
か
ら
月
固
定
給
に
よ
る
労
働

者
の
雇
用
が
進
ん
で
い
る
の
に

加
え
、
選
択
肢
の
変
更
が
影
響

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

民
間
工
事
と
公
共
工
事
の
賃

金
に
つ
い
て
は
、
民
間
が
１
万

６
３
２
１
円
、
公
共
が
１
万
６

２
３
０
円
と
な
り
、
差
が
９‐
円

は
以
前
に
も
起
こ
っ
た
経
緯

が
あ
る
が
、
今
回
は
や
や
様

相
を
異
に
し
て
い
る
。
２
０

０
０
年
代
の
建
設
業
の
農
業

進
出
は
財
政
逼
迫

（ひ
っ
ぱ

く
）
、
公
共
事
業
の
圧
縮
等

も
あ
り
、
建
設
業
需
要
の
落

ち
込
み
が

一
つ
の
契
機
と
な

り
、構
造
改
革
特
区
の
中
で
、

「農
業
生
産
法
人
以
外
の
法

人
に
よ
る
農
業
経
営
」
が
認

定
さ
れ
、　
一
般
企
業
や
Ｎ
Ｐ

円
堪
）
の
４
３
５
万
６
３
６
７

円
と
な
っ
た
。増
加
率
、増
加
額

と
も
‐２，
年
以
降
で
は
最
高
だ

が
、
東
京
の
男
子
労
働
者
の
平

均
を
約
２
５
６
万
円
下
回
る
。

建
設
業
は
４０
～
４４
歳
が
賃
金
カ

ー
ブ
の
ピ
ー
ク
な
の
に
対
し
、

他
産
業
の
ピ
ー
ク
は
５０
代
以
降

が
多
く
、
東
京
都
連
は
経
験
と

と
も
に
高
ま
る
技
能
を
適
正
に

農
業
そ
の
も
の
に
正
面
か
ら

取
り
組
ん
だ
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
遊
休
農

業
機
械
を
活
用
し
、
箱
モ
ノ

を
作
り
、
そ
の
中
で
農
業
を

行
っ
て
い
く
と
い
う
企
業
が

多
か
っ
た
。
第
二
に
、
生
産

重
視
型
で
販
売
面
へ
の
注
力

が
不
足
し
て
い
た
面
が
あ
っ

た
。こ

れ
に
比
べ
れ
ば
、
今
回

の
建
設
業
の
農
業
分
野
進
出

は
や
や
様
相
が
異
な
っ
て
い

る
。第

一
に
、建
設
業
の
サ
ブ

と
し
て
で
は
な
く
、
農
業
そ

の
も
の
に
正
面
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
余
剰
人
員
活
用

で
は
な
く
、
こ
れ
に
向
い
て

い
る
人
員
体
制
を
組
み
、
場

合
に
よ
れ
ば
新
た
な
一屋
用
体

制
を
組
ん
で
い
る
。第
二
に
、

農
業
は
決
し
て
短
期
的
に
利

益
が
上
が
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
十
分
承
知
し
て
取
り

弱賜弾輸枕鴨悌廟靱脚旧陶
一準的距恕剛孝

新

技

術

・
新

工

法

取
り
組
み
１４
件
発
表

日
建
連
講
習
会

日
本
建
設
業
連
合
会

（日
建

連
）
は
７
日
、
東
京
都
内
で

「新
技
術
。
新
工
法
に
関
す
る

組
ん
で
い
る
。
そ
の
上
で
、

長
期
的
に
腰
を
落
と
し
て
じ

っ
く
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
二
に
、
（こ
れ
が
最
も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
が
）
販
売

重
視
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

販
路
を
考
え
、
そ
の
中
で
生

産
す
る
農
産
物
を
決
め
て
い

る
。
農
業
に
進
出
し
た
民
間

事
業
者
は
異
回
同
音
に
、
販

売
先
の
確
保
が
最
も
重
要
だ

と
強
調
し
て
お
ら
れ
る
。
第

四
に
、
そ
の
中
で
建
設
業
で

増
っ
た
技
術
、
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
関
連
す
る
土
壌

整
備
や
農
業
生
産
設
備
の
構

築
等
は
手
慣
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
企

業
感
覚
を
農
業
分
野
に
十
分

活
か
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。農
地
の
集
約
統
合
、

地
域
貢
献
的
な
活
動
等
、
特

に
地
方
の
建
設
業
は
、
既
往

の
農
業
法
人
に
は
な
い
感
覚

を
生
か
し
て
い
る
。
次
稿
で

そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
ご
紹

介
し
な
が
ら
こ
の
テ
ー
マ
を

さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

建
設
会
社
の
農
業
進
出
Ｉ

農
業
の
構
造
改
革
が
進
展

し
て
い
る
。
動
き
が
複
雑
な

だ
け
に
構
造
改
革
の
全
体
像

が
な
か
な
か
つ
か
み
難
い

が
、国
家
戦
略
特
区
ル
ー
ト
、

自
民
党
農
林
部
会
ル
ー
ト
、

規
制
改
革
推
進
会
議
ル
ー
ト

等
が
絡
み
合
い
な
が
ら
大
き

な
ス
ト
リ
ー
ム
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
現
在
の
農
業
改
革
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

衰
退
産
業
の
典
型
と
言
わ
れ

て
き
た
農
業
を

一
つ
の
産
業

と
し
て
、
こ
れ
の
再
生
を
図

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
た
め
に
は
、
戦
後
の
農

地
改
革
以
降
の
農
業
の
岩
盤

規
制
に
メ
ス
を
入
れ
、
全
中

・
農
協
を
軸
と
す
る
農
業
の

閉
鎖
さ
れ
た
分
野
に
、
株
式

会
社
、
地
域
農
業
法
人
等
の

新
た
な
法
人
形
態
を
導
入
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
現
在
の
農
業

・

農
地
制
度
は
民
間
企
業
が
参

入
す
る
に
は
、
極
め
て
閉
鎖

的
な
世
界
で
あ
る
。
企
業
が

農
業
分
野
に
進
出
す
る
と
き

に
こ
の
リ
ジ
ッ
ド
な
制
度
に

戸
惑
う
こ
と
が
多
い
。
農
業

を
行
う
法
人
に
な
ぜ
厳
格
な

基
準
を
設
定
す
る
の
か

（
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
も

一
定
の
制
約
が
あ
る
国
が
多

い
が
、
わ
が
国
に
比
べ
る
と

は
る
か
に
枠
は
広
い
）
、
農

地
が
自
由
に
所
有
、
売
買
、

賃
貸
借
で
き
な
い
の
か
、
農

地
の
上
で
な
ぜ
活
動
が
制
限

さ
れ
る
の
か
、
農
業
委
員
会

は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の

か
等
々
、
農
業
分
野
に
参
入

し
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者

か
ら
は
し
ば
し
ば
戸
惑
う
声

が
聞
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
障

壁
を
完
全
に
取
り
除
く
に
は

ま
だ
時
間
が
か
か
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
農
業
改

革
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う

に
建
設
会
社
等
の
民
間
企
業

が
農
業
分
野
に
進
出
し
つ
つ

あ
る
。
こ
れ
ら
企
業
は
農
業

制
度
の
岩
盤
規
制
に
戸
惑
い

つ
つ
も
、
民
間
企
業
の
感
覚

を
生
か
し
て
地
道
に
か
つ
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
新
た
な
世
界
を

開
き
つ
つ
あ
る
。

こ
の
建
設
業
の
農
業
進
出

０
法
人
が
農
地
を
借
り
農
業

参
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
が
後
押
し
し
た
。

し
か
し
、現
在
か
ら
み
れ
ば
、

こ
の
期
間
の
建
設
業
の
農
業

進
出
は
手
探
り
状
態
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。す
な
わ
ち
、

第

一
に
、
建
設
需
要
の
落
ち

込
み
に
よ
り
過
剰
と
な
っ
た

一屋
用
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
第
二

に
、
個
々
の
企
業
の
中
で
の

農
業
の
位
置
づ
け
が
弱
く
、

都
市
化
研
究
公
室
理
事
長

講
習
会
」
を
闇

ヨ
ン
ク
リ
ー
ト

ル
や
水
中
作
半

会
員
企
業
が
Ｍ

法
に
関
す
る
柿

し
た
。

冒
頭
、
松
木

術
委
員
会
副
丞

を
上
回
る
申
７，

新
技
術
に
対
キ

と
思
う
。社
会
一

各
社
が
取
り
幻

の
事
例
で
あ
ぬ

性
の
向
上
な
メ

に
立
て
ば
幸
ｈ

つ
し
た
。

約
１
８
０
人

当
者
の
発
表
徳

た
材
料
の
強
ピ

ス
ト
な
ど
に
う

疑
・
応
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が
あ

閉
会
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あ
ｈ
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研


